ハンドマイク街頭演説原稿例　総選挙の結果について
二〇二四年十一月一日　日本共産党埼玉県委員会・作成

　ご近所のみなさん、日本共産党です。この場所をお借りして、日本共産党の政策を訴えさせていただきます。しばらくの間ご協力をお願いいたします。
　みなさん、十月二十七日投開票で衆議院総選挙が行われました。日本共産党は埼玉を含む比例代表北関東ブロックで改選前の１議席を守り、塩川鉄也さんを当選させることができました。全国では、沖縄１区の小選挙区の議席を守り、比例代表選挙では７議席となり、前回の９議席から後退する悔しい結果となりました。選挙中は日本共産党にご支援、ご協力をいただき、誠にありがとうございました。多くの方々にご奮闘いただきながら期待に応える結果が出せなかった結果を受け止め、党内外の声に耳を傾けて要因を分析し、次のたたかいにつなげる決意です。
　さて、選挙の結果は、政権与党の自民・公明両党が両党合わせても過半数を下回り、二〇〇九年に当時の民主党に政権を奪われた時以来の、歴史的大敗となりました。裏金政治への、また、国会を軽視し立憲主義を踏みにじってきた自民党政治そのものへの審判が、はっきりと下ったものではないでしょうか。埼玉でも自民党は牧原秀樹法務大臣が落選し、裏金問題で自民党の公認をもらえなかった二人も落選しました。公明党も埼玉で小選挙区に挑戦した石井啓一代表が議席に届きませんでした。
　自民党を追い詰め、劇的な選挙結果をもたらしたのは、間違いなく日本共産党の論戦と「しんぶん赤旗」だと、私たちは確信しています。「しんぶん赤旗」日曜版の報道が裏金問題を暴き、岸田文雄政権を退陣に追い込みました。選挙期間中には、裏金で非公認になった候補者に自民党本部が政党助成金から二千万円を振り込んだことを暴いた「しんぶん赤旗」の特報が決定だとなりました。日本共産党の機関紙として、草の根の力で支えられている「赤旗」でこそ発揮できる役割だと、胸を張ってご紹介します。
　ところでみなさん、この選挙結果をもたらした国民の怒りのもとには、裏金政治の一方で、国民は苦しい生活を強いられていることがあるのではないでしょうか。日本を経済成長しない国、賃金の上がらない国にし、消費税増税や物価高を放置した経済無策、五年間で四十三兆円もの巨大な軍備拡張で暮らしと平和を押しつぶす自民党政治を変えたいという国民の強い願いが、政治を前向きに動かす可能性を開きました。
　みなさん、これからは自民党政治に代わる政治をどうつくるかが、各党に問われているのではないでしょうか。自公過半数割れのもと、日本共産党は金の力で政治を動かす企業・団体献金の禁止、大幅賃上げ、労働時間短縮、社会保障の拡充、教育の無償化など、総選挙で掲げた公約を実現するため、全力でがんばりますので、引き続きのご支援をお願いいたします。
　日本共産党の発行する「しんぶん赤旗」をこの機会にぜひお読みいただきますようお願いいたしまして、この場所をお借りしての日本共産党の政策の訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。（了）
